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最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
消
防

指
令
管
制
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
応
受

体
制
の
充
実
・
消
防
隊
等
の
効
果
的

な
運
用
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
の

向
上
・
支
援
情

報
の
充
実
を

基
本
に
、
被
害

の
軽
減
、
救
命

率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

（
野
田

巧
）

津津津市市市消消消防防防救救救急急急デデデ
高高高機機機能能能消消消防防防指指指令令令セセセ

●緊急通報システム 
Ｗｅｂ１１９ 

聴覚や言語に障害のある
人が、携帯電話やスマート
フォン等のインターネット接
続機能を利用して、災害の
発生を迅速に通報すること
ができる、県内初めてのサ
ービスを開始します。

新たに導入した 

システム 
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平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
ス
タ
ー
ト

平
成
十
五
年
の
電
波
法
の
改
正

に
よ
り
、
全
国
的
に
消
防
救
急
無
線

が
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル

方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

津
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
切
替
え
に
合
わ

せ
て
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
整
備
も
行
な
い
、
平
成
二
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
消
防

デデデジジジタタタルルル無無無線線線及及及びびび
セセセンンンタタターーー運運運用用用開開開始始始

●災害対策用高所カメラ 
三重県庁屋上に昼夜兼用高倍率デジタルハ
イビジョンカメラを設置し、指令台の発信地表
示機能に連動した災害地点の映像を基に、
支援情報を消防活動隊へ提供し、効果的な
部隊運用により災害の軽減に努めます。 

●ＧＰＳ機能 
各車両に搭載した車載端末装置に
災害活動に必要な支援情報などが
表示できるとともに、ＧＰＳ機能による
車両位置情報、車両動態情報を管
理、共有し、災害地点から直近の車
両が緊急出動可能となります。 

平成２７年４月１日  

いただけます。 
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火
気
使
用
す
る
露
店
等
に

立
入
検
査
を
実
施

（
中
消
防
署
）

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
、
十

二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
津
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、
火
気
器
具
を
使
用
す
る

露
店
等
を
対
象
に
、
消
火
器
の
設
置

状
況
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
取
扱
い
状
況
等
を
確
認

す
る
た
め
、
立
入
検
査
を
実
施
し
、

火
気
の
使
用
に
関
す
る
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
二
十
五
年
八
月
十

五
日
に
発
生
し
た
、
京
都
府
福
知
山

市
の
花
火
大
会
会
場
で
多
数
の
死

傷
者
を
出
す
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、
類
似
火
災
を
防
止
す
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
も
津
市
消
防
本
部
で
は
、
火

気
器
具
を
使
用
す
る
露
店
等
が
出

店
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
主
催

者
や
露
店
出
店
者
に
対
し
て
、
火
気

器
具
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
の
指

導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
妹
尾

典
宏
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
職
員
奮
闘
中
！

津
市
消
防
で
は
平
成
二
十
六
年

度
に
十
八
人
の
新
規
職
員
を
採
用

し
ま
し
た
。

約
八
ヵ
月
に
お
よ
ぶ
三
重
県
消

防
学
校
で
の
初
任
者
研
修
を
終
え

て
、
十
二
月
か
ら
市
内
の
各
署
所
で

勤
務
を
始
め
て
い
ま
す
。

毎
日
緊
張
し
た
面
持
ち
で
業
務

に
取
り
組
む
新
人
職
員
が
、
電
話
が

鳴
る
た
び
に
〝
ビ
ク
ッ
〟
と
な
る

姿
を
み
て
、
先
輩
た
ち
は
昔
を
思
い

出
し
な
が
ら
目
を
細
め
、
指
導
担
当

に
な
っ
た
若
手
職
員
は
、
自
分
が
新

人
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
現
場
で
一
人
前
の
活
動

が
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
指
導
し

て
い
ま
す
。

現
場
活
動
で
得
ら
れ
る
経
験
と
、

厳
し
い
訓
練
、
そ
し
て
先
輩
た
ち
の

温
か
く
も
厳
し
い
叱
咤
激
励
を
受

け
な
が
ら
、
新
人
職
員
た
ち
は
日
々

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

（
花
井

譲
・
西
出

慶
太
）

ミ
ニ
防
火
服
を
着
て
撮
影
会

（
河
芸
分
署
）

一
月
九
日
、
河
芸
町
の
上
野
幼
稚

園
で
ミ
ニ
防
火
服
を
着
装
し
て
の

撮
影
会
及
び
防
火
講
話
を
実
施
し

ま
し
た
。

消
防
車
を
背
景
に
、
防
火
服
を
着

装
し
た
園
児
達
は
少
し
興
奮
気
味

で
、
元
気
に
は
し
ゃ
ぎ
回
る
園
児
達

の
撮
影
に
、
先
生
達
は
大
忙
し
で
し

た
。撮

影
後
の
防
火
講
話
で
、
寒
さ
厳

し
い
こ
の
季
節
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
な
ど
で
火
遊
び
し
て
は
絶
対
ダ

メ
！
と
教
え
る
と
、
ハ
ー
イ
！
と
大

き
な
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

（
西
谷

昴
）

↑津まつりで注意喚起を実施

↑ミニ防火服を着て、はい、ポーズ！

↑本番さながらの救急訓練をする

西分署の新人職員

↑資機材の点検をする南分署の新人職員



津消防タイムズは津市ホームページ

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

（
溝
口

裕
紀
）

十
三

に

白
山
消
防
署
で
三
重
県

企
業
庁
中
勢
水
道
事
務
所
か
ら
講

師
を
招
き
、
雲
出
川
へ
の
油
流
出
事

故
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
志
町
高
野
地
内
に
は
、
雲
出
川

か
ら
水
道
水
を
取
る
た
め
の
取
水

口
が
あ
り
、
交
通
事
故
な
ど
で
漏
れ

出
た
油
が
水
道
事
業
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
、
実
験
を
交
え
な
が
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

☆
今
後
の
主
な
行
事
予
定
☆

◆
五
月
十
三
日
（
水
）

前
期
危
険
物
予
備
講
習
会

（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
）

◆
六
月
二
十
一
日
（
日
）

津
市
消
防
団
夏
期
訓
練

（
津
競
艇
場
）

◆
七
月
一
日
（
水
）
～
三
日
（
金
）

前
期
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

↑宮田久居消防署長から感謝状を贈呈

↑本物は重いなぁ
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員
ら
の
仕
事
を
学
ぶ
「
い
の
ち
の
教

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
市
内
で
始
ま
っ
た

土
曜
授
業
の
一
環
で
、
児
童
ら
は
、

空
気
呼
吸
器
や
消
防
ホ
ー
ス
、
管
そ

う
を
持
ち
、
消
防
の
仕
事
を
体
験
し

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
見
学
は
、
緊
急
出
動
に
よ
っ

て
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
児
童
た

ち
は
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
見
ら
れ
な

く
て
少
し
残
念
で
し
た
。
空
気
呼
吸

器
は
と
て
も
重
た
く
て
大
変
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
発
生

た
救
急

事
案
で
、
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
の

迅
速
的
確
な
処
置
で
、
心
肺
停
止
し

た
傷
病
者
の
一
命
を
取
り
留
め
た

功
労
を
称
え
、
十
月
六
日
、
久
居
消

防
署
に
て
宮
田
正
人
久
居
消
防
署

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
椙
山
智
恵
美

さ
ん
と
辻
本
浩
典
さ
ん
。

傷
病
者
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
で
レ
ッ
ス
ン
終
了
後
、
急
に
意
識

を
消
失
し
て
倒
れ
、
辻
本
さ
ん
が
倒

迫
を
実
施
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
シ
ョ
ッ
ク
を

一
回
行
い
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
に
容
態
を
回
復
さ
せ
ま
し
た
。

二
人
の
迅
速
的
確
な
処
置
の
お

か
げ
で
、
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

（
花
井

譲
）

雲
出
川
に
お
け
る

油
漏
れ
対
応
研
修
を
実
施

（
白
山
消
防
署
）

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
と

十
三
日
に
、
白
山
消
防
署
で
三
重
県

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
油
漏
れ

事
故
に
よ
る
被
害
軽
減
を
考
慮
し

た
活
動
と
、
中
勢
水
道
事
務
所
へ
の

早
期
連
絡
体
制
の
確
認
を
し
ま
し

た
。

（
池
山

弘
）

↑実験を交えた説明を受ける職員

平成２７年４月１日

いただけます。 

「
い
の
ち
の
教
室
」

（
安
濃
分
署
）

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日
、

安
濃
町
の
安
濃
小
学
校
で
消
防
職

員
ら
の
仕
事
を
学
ぶ
「
い
の
ち
の
教

迅
速
的
確
な
処
置
で
、
心
拍
再
開
！

（
南
分
署
）

平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
、
高

茶
屋
小
森
上
野
町
地
内
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
発
生
し
た
救
急

れ
た
音
に
気
付
き
、
傷
病
者
の
も
と

へ
行
き
、
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な

い
の
で
、
一
一
九
番
通
報
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
搬
送
。
椙
山
さ
ん
は
辻
本
さ
ん

の
行
動
を
見
て
傷
病
者
に
胸
骨
圧

↑実験を交えた説明を受ける職員
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豊
野
団
地
防
災
訓
練（

北
消
防
署
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
七
日
、
一

身
田
豊
野
の
豊
野
団
地
中
公
園
で
、

消
防
団
津
方
面
団
一
身
田
分
団
員

の
指
導
の
も
と
、
大
規
模
地
震
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
が
、
地
域
住
民
百

五
十
六
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
初
期
消
火
訓
練
や
救

急
法
、
簡
易
担
架
作
成
な
ど
に
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
通
し
て
、
住
民
の
連

携
が
よ
り
一
層
強
ま
り
、
自
助
・
共

助
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
垣
野

公
孝
）

美
里(

辰
水
地
区)

 

防
災
訓
練
を
実
施

（
美
里
分
署
）

平
成
二
十
六
年
十
月
一
九
日
、
美

里
町
の
辰
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
美
里(

辰
水
地
区)

防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

辰
水
地
区
自
主
防
災
会
、
消
防
団

美
里
方
面
団
を
は
じ
め
多
く
の
団

体
が
参
加
し
、
総
勢
約
二
百
五
十
名

の
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
今
後
予
想
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
に
備
え
、
地
域
の
防
災
力

及
び
連
携
の
強
化
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
お
り
、
応
急
担
架
作
成
、

応
急
手
当
、
水
消
火
器
に
よ
る
初
期

消
火
、
救
急
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓

練
の
四
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実
施

し
た
ほ
か
、
模
擬
倒
壊
家
屋
を
使
用

し
た
、
本
番
さ
な
が
ら
の
救
出･
救

助･

搬
送
訓
練
、
火
災
防
御
訓
練
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、
今
後
も

今
回
の
訓
練
の
よ
う
な
地
域
を
守

る
た
め
に
有
意
義
な
訓
練
を
実
施

し
て
欲
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

（
鈴
木

悠
介
）

香
良
洲
方
面
団
表
彰
伝
達
式

（
香
良
洲
分
遣
所
）

一
月
十
一
日
、
香
良
洲
公
民
館
で

消
防
団
香
良
洲
方
面
団
員
へ
の
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
消
防
団
活
動
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
表
彰
状
が
、

ま
た
、
長
年
に
渡
り
、
団
員
を
支
え

ら
れ
た
家
族
に
対
し
て
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。（
上
杉

茂
郎
）

一
志
方
面
団
林
野
火
災
訓
練
を
実
施

（
一
志
分
署
）

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
、

一
志
町
高
野
地
内
で
、
消
防
団
一
志

方
面
団
林
野
火
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

山
林
が
多
い
一
志
地
域
の
特
性

か
ら
、
火
災
の
長
期
化
及
び
消
火
水

の
確
保
が
難
し
い
山
林
火
災
に
対

し
て
、
迅
速
確
実
な
消
火
活
動
と
、

消
防
署
と
消
防
団
の
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

一
志
方
面
団
と
、
白
山
消
防
署
及

び
一
志
分
署
か
ら
約
百
二
十
人
が

参
加
し
、
全
長
一
．
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
ホ
ー
ス
約
七
十
本
に
よ
る
中
継

送
水
を
連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
山
田

佳
幸
）

↑約 70 本のホースをつないで

放水を実施

↑倒壊家屋を使用した

 訓練を実施

↑消防団員による消火器の取扱指導

↑伝達式の模様
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で
あ
り

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て

え
る
よ

「
女
性
消
防
団
員
募
集
」

の
タ
ス
キ
を
か
け
て
出
走
し
、
見
事

完
走
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
の
活
動
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問

や
街
頭
で
の
防
火
広
報
活
動
、
市
民

へ
の
応
急
手
当
の
指
導
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
優
し
さ
で
普
及
啓
発

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
久
居
方
面
団
に
は
十
一
名

の
女
性
消
防
団
員
が
い
ま
す
が
、
森

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
新

た
な
女
性
団
員
の
入
団
を
期
待
し

て
い
ま
し
た
。
（
小
野

麻
衣
子
）

↑めぐみ分団員が熱心な指導を実施

↑照明を点灯し、吸送水訓練を実施

↑女性消防団員募集を PR 
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ン
ド
で

消
防
団
芸
濃
方
面
団
に
よ

る
夜
間
想
定
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

暗
く
な
っ
た
十
九
時
か
ら
、
照
明

を
点
灯
し
自
然
水
利
に
見
立
て
た

布
水
槽
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
で
吸

水
す
る
訓
練
と
、
小
型
消
防
ポ
ン
プ

積
載
車
に
よ
る
長
距
離
送
水
時
の

連
携
訓
練
な
ど
、
実
践
に
即
し
た
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

火
災
現
場
で
は
、
使
用
す
る
機
械

器
具
の
能
力
を
把
握
し
、
適
正
な
使

用
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、

女
性
消
防
団
増
員
の
た
め
に

（
久
居
消
防
署
）

今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
る
「
ひ

さ
い
榊
原
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
」
の
一
般

男
子
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
に
、
消

防
団
久
居
方
面
団
の
森

貴
司
方
面

団
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

森
方
面
団
長
は
女
性
消
防
団
の

入
団
促
進
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
多

く
の
人
た
ち
に
目
を
向
け
て
も
ら

え
る
よ
う
「
女
性
消
防
団
員
募
集
」

方
面
団
長
は
「
防
災
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
た
い
、
地
域
で
人
の
役

に
立
つ
活
動
が
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
女
性
が
み
え
ま
し
た
ら
随
時
、

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
入
団

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
新

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て

平
成

二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
、
美
杉
町

八
知
地
区
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
対
象
に
、
消
防
団
美
杉
方
面

団
の
女
性
団
員
で
構
成
さ
れ
る
め

ぐ
み
分
団
に
よ
る
防
火
診
断
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

火
を
扱
う
コ
ン
ロ
周
り
の
安
全

確
認
や
、
暖
房
器
具
の
使
用
方
法
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

な
ど
、
女
性
消
防
団
員
の
指
導
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
水
谷

一
人
）

火の用心

平成２７年４月１日

いただけます。 

芸
濃
方
面
団
夜
間
訓
練
を
実
施

（
芸
濃
分
署
）

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
、
芸

濃
町
の
旧
雲
林
院
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
消
防
団
芸
濃
方
面
団
に
よ

団
員
個
々
の
知
識
や
技
術
の
向
上

に
繋
が
る
と
と
も
に
、
現
場
に
お
け

る
相
互
の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
た
訓
練
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

（
和
田

健
）

美
杉
方
面
団
女
性
消
防
団
員

防
火
診
断
を
実
施

（
美
杉
分
署
）

全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
秋
の
火

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成

用心
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指
定
査
察
員
研
修
、
実
施
中

（
消
防
安
全
課
）

消
防
安
全
課
で
は
、
指
定
査
察
員

の
査
察
業
務
に
関
す
る
専
門
的
な

知
見
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
指

定
査
察
員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。指

定
査
察
員
と
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
立
ち
入
っ
て
、

消
防
用
設
備
等
が
適
正
に
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
現
地
確

認
す
る｢

消
防
査
察｣

に
関
し
、
中
心

的
な
担
当
者
と
し
て
活
躍
し
て
も

ら
う
た
め
、
消
防
署
の
若
手
職
員
の

中
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た

職
員
で
す
。

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

研
修
は
、
当
課
安
全
指
導
担
当
及
び

危
険
物
保
安
担
当
の
職
員
が
日
頃

行
っ
て
い
る
、
消
防
用
設
備
等
の
消

防
検
査
や
危
険
物
施
設
の
配
管
の

気
密
検
査
な
ど
に
査
察
員
を
同
行

さ
せ
て
、
現
地
で
一
緒
に
検
査
を
行

う
な
ど
の
実
践
的
な
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

工
事
業
者
な
ど
か
ら
届
出
さ
れ
た

設
計
図
面
と
、
実
際
の
現
場
を
見
比

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
面
を
読
み

取
る
力
が
養
わ
れ
、
消
防
法
令
基
準

に
適
合
し
て
い
る
新
築
時
の
状
況

を
知
る
こ
と
で
、
経
年
後
の
建
物
等

の
不
備
欠
陥
状
況
に
つ
い
て
、
早
期

に
気
づ
く
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

指
定
査
察
員
の
更
な
る
レ
ベ
ル

の
向
上
は
、
津
市
消
防
全
体
の
予
防

業
務
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
防
火
対
象
物
及
び
危
険
物

施
設
の
不
備
欠
陥
事
項
を
早
期
に

発
見
し
適
切
な
改
善
指
導
を
行
う

こ
と
で
、
火
災
の
発
生
件
数
や
死
傷

者
数
の
減
少
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

（
田
上

祐
馬
）

み
な
月
会
か
ら
み
か
ん
贈
呈

（
消
防
団
統
括
室
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
、

津
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
み
な

月
会
」
か
ら
、
年
末
警
戒
の
激
励
品

と
し
て
、
津
市
消
防
団
に
み
か
ん
を

贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
会
か
ら
の
み
か
ん
の
贈
呈
は

今
年
で
九
回
目
と
な
り
、
前
葉
市
長

と
松
島
消
防
団
長
が
、
河
北
会
長
か

ら
目
録
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

年
末
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
消
防

団
員
は
、
み
か
ん
と
共
に
頂
い
た
温

か
い
気
持
ち
を
胸
に
、
深
夜
に
及
ぶ

警
戒
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
中
川

和
男
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
寄
贈

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
、

津
市
消
防
団
の
有
志
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
住
宅
火
災
に
お
い
て
火
災
の
早

期
発
見
に
有
効
な
住
宅
用
火
災
警

報
器
と
、
こ
れ
か
ら
の
津
市
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
防
火
教
育
の
一
環

と
し
て
、
子
ど
も
用
救
助
服
や
防
火

啓
発
物
品
を
津
市
防
火
協
会
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
や
子
ど
も
用
救
助
服

等
は
、
十
一
月
八
日
に
開
催
し
た
消

防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
配

布
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
宮
田

憲
一
）

↑みな月会から市長と消防団長に贈呈

↑危険物地下タンクの検査を実施

↑子ども用救助服を

 試着体験

←松島消防団長が

 目録を贈呈
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消
防
出
初
式
を
開
催

（
消
防
総
務
課
）

一
月
十
一
日
、
西
丸
之
内
の
津
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
周
辺
で
平
成
二

十
七
年
津
市
消
防
出
初
式
が
開
催

さ
れ
消
防
関
係
者
ら
約
六
百
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
初
式
は
新
春
の
恒
例
行
事
で

あ
り
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
な
ど

が
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
守
る
こ
と
へ
の
士
気
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
も
消

防
活
動
へ
の
理
解
と
信
頼
を
よ
り

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お

城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式
典
が
行
わ

れ
、
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
屋
外
に
お
い
て
津
方

面
団
の
木
遣
り
、
河
芸
方
面
団
、
香

良
洲
方
面
団
の
三
重
県
消
防
操
法

大
会
結
果
披
露
、
ま
た
、
消
防
音
楽

隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
消
防
団
、
婦

人
防
火
推
進
委
員
会
及
び
平
成
二

十
六
年
度
新
規
採
用
消
防
職
員
ら

の
徒
歩
部
隊
、
子
ど
も
消
防
隊
長
が

乗
車
し
た
消
防
車
両
、
最
新
式
の
消

防
団
車
両
な
ど
に
よ
る
分
列
行
進

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
城
公
園
の
お
堀
で
、

消
防
団
員
ら
に
よ
る
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
消
防
関
係
者
が
今
年
一
年

の
防
火
・
防
災
の
心
構
え
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

（
草
深

洋
成
）

文
化
財
防
火
デ
ー

（
北
消
防
署
）

一
月
二
十
三
日
、
一
身
田
町
の
高

田
本
山
専
修
寺
で
、
北
消
防
署
及
び

中
消
防
署
、
消
防
団
津
方
面
団
、
専

修
寺
の
自
衛
消
防
隊
員
及
び
地
域

住
民
、
約
百
四
十
人
が
参
加
し
、
文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

津
市
で
震
度
六
強
の
地
震
が
発

生
し
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
御

影
堂
が
一
部
倒
壊
、
ろ
う
そ
く
が
倒

れ
て
火
災
が
発
生
と
の
想
定
で
訓

練
が
始
ま
り
、
自
衛
消
防
隊
員
や
駆

け
つ
け
た
地
域
住
民
の
協
力
の
も

と
、
御
影
堂
か
ら
重
要
文
化
財
を
安

全
な
場
所
に
持
ち
出
し
、
消
火
器
や

水
バ
ケ
ツ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

を
実
施
し
、
消
防
署
の
は
し
ご
車
を

含
む
三
台
の
消
防
車
両
と
、
津
方
面

団
の
消
防
車
両
五
台
が
一
斉
放
水

を
行
い
ま
し
た
。

大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
消

防
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
連

携
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
垣
野

公
孝
）

↑子ども消防隊長が敬礼！

↑地域住民が

水バケツで

  初期消火

←重要文化財を

 運び出す寺職員

↑消防団員による分列行進の模様

消防車による一斉放水
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平
成
二
十
六
年
の

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

【
火
災
】

平
成
二
十
六
年
中
に
市
内
で

発
生
し
た
火
災
は
百
二
十
二
件
で
、
そ
の

う
ち
住
宅
火
災
は
二
十
四
件
で
し
た
。
ま

た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
三
人
で
、
う
ち

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
二
人
で
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
火
災
件
数
は
四
十
六

件
減
少
し
、
そ
の
内
、
建
物
火
災
は
十
七

件
減
少
、
そ
の
他
の
火
災
は
三
十
四
件
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
火
災
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
件
減

少
と
な
っ
て
お
り
、
中
に
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
火
災
を
感
知
し
、
初
期
消
火
に

成
功
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

大
切
な
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
救
急
】
平
成
二
十
六
年
中
の
市
内
に
お

け
る
救
急
出
動
件
数
は
一
万
四
千
二
百
二

十
九
件
で
、
前
年
に
比
べ
三
十
三
件
の
増

加
と
な
り
市
町
村
合
併
後
最
多
の
出
動
件

数
と
な
り
ま
し
た
。

事
故
種
別
で
み
る
と
、
例
年
同
様
急
病

が
八
千
八
百
六
十
七
件
と
最
も
多
く
、
次

い
で
一
般
負
傷
の
二
千
二
百
十
件
、
交
通

の
千
三
百
五
十
六
件
の
順
で
し
た
。

ま
た
、
傷
病
程
度
で
は
、
全
体
の
約
半

数
が
軽
症
者
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に

は
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
と
み
ら
れ
る
救
急
事

案
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
救
助
】

平
成
二
十
六
年
中
の
市
内

に
お
け
る
救
助
出
動
件
数
は
百
二
十
六
件

で
、
前
年
に
比
べ
四
件
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

事
故
種
別
で
み
る
と
、
最
も
多
か
っ
た

の
が
交
通
事
故
の
六
十
三
件
で
、
全
体
の

五
十
％
を
占
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
中
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
は
、
八
月
に
襲
来
し
た
台
風
十
一
号
に

よ
り
、
三
重
県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
、
市
内
に
お
い
て
も
大
雨
に
よ
る
救

助
件
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
昨
年
に
比
べ

て
救
助
全
体
の
出
動
件
数
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
度
重
な
る
台
風
の
影
響
に
よ
り
、

風
水
害
等
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
が
九
件

発
生
し
、
五
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
一
九
番
通
報
】

平
成
二
十
六
年
中
に

お
け
る
一
一
九
番
通
報
の
受
理
件
数
は
、
二
万

三
千
十
二
件
で
、
一
日
当
た
り
約
六
十
三
件
の

一
一
九
番
通
報
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
訳
を
見
る
と
、
救
急
通
報
が
一
万
四
千
二

百
二
十
九
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
い
で
、
病
院
案
内
等
に
よ
る
も
の
が
八
千
二

百
三
十
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
加
す
る
救
急
搬
送
の
約
半
数
が
軽
症

者
の
搬
送
と
な
っ
て
お
り
、
本
当
に
救
急
車
が

必
要
な
重
篤
な
傷
病
者
へ
の
対
応
が
後
手
に
回

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
症
の
場
合
は
、
医
療
情
報
案
内

二
五
六
―
一
一
九
九

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲は減を示す 

区 分 平成 26 年 平成 25 年 増減 

出動件数 14,229 14,196 33 

搬送件数 12,863 12,827 36 

搬送人員（人） 13,042 12,995 47 

主な事故

種別

(出動件数)

急 病 8,867 8,742 125 

一般負傷 2,210 2,213 ▲3 

交通事故 1,356 1,369 ▲13 

区 分 平成 26 年 平成 25 年 増減 

出動件数 126 130 ▲4 

活動件数 85 70 15 

救助人員（人） 130 70 60 

主な事

故種別

(出動件数)

交通事故 63 67 ▲4 

火 災 4 7 ▲3 

水難事故 12 11 1 

風水害等
自然事故 9 4 5 

▲は減を示す

区 分 平成 26 年 平成 25 年 増減 

119 番受報 23,012 23,228 ▲216 

火 災 122    198 ▲76 

救 急 14,229 14,061 168 

救 助 126    130 ▲4 

警戒・調査 300    291 9 

病院案内 
問合せ 

いたずら等
8,235  8,548 ▲313 

▲は減を示す 

区 分 平成 26 年 平成 25 年 増減 

火災件数合計 122 168 ▲46 

建物火災 56 73 ▲17 

 うち住宅火災 24 47 ▲23 

林野火災 15 9 6 

 車両火災 10 11 ▲1 

 船舶火災 0 0 0 

 その他の火災 41 75 ▲34 

 死者（人） 3 6 ▲3 

 うち住宅火災 2 5 ▲3 

 負傷者（人） 17 13 4 

▲は減を示す 


